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研究成果の概要（和文）：複数の異質エリアを持つモデルとして，二つのモデル開発を行う．一つは，伝統的な
Alonso型の都市経済モデルと，食物連鎖のある生態系を統合したUrban-ecosystem modelを開発する．従来研究
とは異なり，連続距離空間を考慮しているため，地点別に異なるメカニズムを捉えたうえで，地点別の土地利用
規制や森林政策を提案できる．二つ目は，自動車混雑のある都市におけるコードン料金の位置と水準ならびに交
通関連税を同時最適化している．空間を考慮すべき自動車関連税の議論に分析結果が有用である．

研究成果の概要（英文）：We will develop two models as a model with multiple heterogeneous areas. One
 is to develop an Urban-ecosystem model that integrates a traditional Alonso-type urban economic 
model with an ecosystem with a food chain. Unlike conventional research, it considers continuous 
metric spaces, so it is possible to propose land use regulations and forest policies for each point 
after grasping different mechanisms for each point. The second is to simultaneously optimize the 
location and level of cordon tolls and transportation-related taxes in busy cities. The analysis 
results are useful for discussing automobile-related taxes that should consider space. 

研究分野： 都市経済学，交通経済学，地方財政

キーワード： 異質空間　都市モデル　生態モデル

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の特徴は，複数の異質エリアの同時考慮である．都市経済学では，連続距離空間の都市モデル(が一般的
である．しかし，その分析のとき住宅エリアのみなど一つのエリアに着目することが一般的である．実際，ビジ
ネスと住宅の両エリアを考慮した代表的都市モデルはFujita・Ogawa (1982)などの研究に限られている．分析す
る政策が，交通課金や土地利用規制等のように異質エリア間の相互依存の影響が強い場合，異質エリアの同時考
慮は欠かせない．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 
本研究の特徴は，複数の異質エリアの同時考慮である．都市経済学では，連続距離空間の都市

モデル(Alonso モデル)の利用が一般的である．その分析例は，都心への交通費用が連続変化する
住民の立地均衡を求め，敷地面積等を距離の関数として求める等である．しかし，そういった分
析のとき住宅エリアのみなど一つのエリアに着目することが一般的である．実際，ビジネスと住
宅の両エリアを考慮した代表的都市モデルは Fujita・Ogawa (1982), Lucas・Rossi-Hansberg 
(2003), Rossi-Hansberg (2005)といった研究に未だ限られている．分析する政策が，交通課金や
土地利用規制等のように異質エリア間の相互依存の影響が強い場合，異質エリアの同時考慮は
欠かせない． 
異質エリアの例としてコードン課金がある．コードン課金とは，あるラインを通過して都心流

入する交通のみに課金するシステムであり，現実的課金システムである．この時，ラインを境に
課金有無による異質なエリアが発生する．そこで，課金有無の二つのエリアを連ねた連続距離空
間の都市モデルを用いて，課金システムと土地利用規制の同時最適化を行い，最適課金位置や水
準等の政策の性質を導出した．またビジネスエリアと住宅エリアの土地利用規制を同時に最適
化する研究を行っている．ビジネスビルと住宅用マンションでは容積率規制の理由が異なる．ま
た，一戸建てエリアでは，容積率規制より住宅敷地面積規制による人口密度調整が必要である．
そのうえ，それらの異質エリア間に強い相互依存関係がある．例えばマンションエリアの容積率
を小さく規制すると一戸建てエリア住民が増加する． 
 
２．研究の目的 
 
本研究は，異質エリアを複数連ねた連続距離空間都市モデルを構築し，異質エリア間の相互作用
を厳密にとらえた最適政策設計を行う．大別して２つの政策分析を行う．一つは，生態系を育む
森林エリアを都市モデルと結合したモデルを構築のうえ，生態系と都市活動の相互作用も考慮
した「森林管理を含めた土地利用政策」の最適設計を行う．二つ目は，自動車混雑のある都市に
おけるコードン料金の位置と水準ならびに交通関連税を同時最適化する．両分析とも，理論分析
としては，最適政策が持つ性質と，その最適条件（観察可能変数で構成）を導出する．定量分析
としては，環境や生態に関する詳細な現状データを収集し，空間均衡を考慮した Computational 
General Equilibrium (CGE)分析を用いて，各政策の最適値や環境レベルおよび厚生改善率を求
める． 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は，異質エリアを複数連ねた連続空間都市モデルを構築し，異質エリア間の相互作用
を厳密にとらえた政策分析を行う．大別して２つの政策分析を行う．＜政策分析１＞生態系
を育む森林エリアと都市を連担したモデルによる「森林管理を含めた土地利用政策」の最適
設計と，＜政策分析２＞自動車混雑のある都市におけるコードン料金の位置と水準ならび
に交通関連税を同時最適化である．両新展開についても，理論分析（理論解析と理論モデル
の数値解析）を先に行い，次に定量分析（CGE 分析）を行う．理論分析は，メカニズムを
示すことが目的であり，簡略化したモデルを用いる．その理論モデルの数値分析をメカニズ
ムについて数値的にも示すため行う．定量分析（CGE 分析）は，実際の都市を対象にゾー
ンも細かく分割して，詳細な分析を行う 
 
 
４．研究成果 
 
本研究は，異質エリアを複数連ねた連続距離空間都市モデルを構築し，異質エリア間の相互作

用を厳密にとらえた最適政策設計を行っている．大別して２つの政策分析を行っている，一つ目
は生態系を育む森林エリアを都市モデルと結合したモデルを構築のうえ生態系と都市活動の相
互作用も考慮した「森林管理を含めた土地利用政策」の最適設計であり，二つ目は自動車混雑の
ある都市におけるコードン料金の位置と水準ならびに交通関連税の同時最適化である．両分析
とも，理論分析としては，最適政策が持つ性質と，その最適条件（観察可能変数で構成）を導出
している．定量分析としては，環境や生態に関する詳細な現状データを収集し，空間均衡を考慮
した Computational General Equilibrium (CGE)分析を用いて，各政策の最適値や環境レベルお
よび厚生改善率を求めている．これらすべて論文として完了し，国際誌にすでに受理および現在
査読中のものとなっている．具体的には，生態系の研究は三本の論文が完成し，うち一本が
Regional Science and Urban Economics と土木学会論文集で公刊済みである．もう一本は国際



誌で査読中で，さらに working paper として SSRN に投稿済みである．また，住居内の電気消費
も考慮した環境政策の研究（Hirota, Domon, Kono, Matsuki and Managi）も国際誌に投稿済み
で査読中である．コードン料金の位置と水準の研究は，Kono・ Kawaguchi で Scandinavian 
Journal of Economic に既に公刊済みである． 
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